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「
宗
教
的
不
寛
容
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
除
去

「宗教的不寛容のあらゆる形態の除去に関する国際協定草案」

に
関
す
る
国
際
協
定
草
案
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協
定
草
案
と
称
す
る
〉
は
、
以
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に
述
ベ

二
、
協
定
草
案
の
起
草

る
よ
う
に
、
人
権
と
基
本
的
自
由
の
保
障
を
世
界
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
達

三
、
協
定
草
案
全
文

成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
一
九
六
五
年
一
月
「
少
数
者
の
保
護
と
差
別

の
防
止
に
関
す
る
国
連
小
委
員
会
」
に
よ
り
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
g
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料

年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
国
連
人
権
委
員
会
に
よ
り
審
議
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は
こ
れ
ま
で
国
速
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
て
き
た

資

一
連
の
、
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
の
達
成
を
目
標
と
す
る
努
力
に
、
更
に
重

要
な
国
際
協
定
を
つ
け
加
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
こ
の
よ
う
な

努
力
の
現
わ
れ
と
し
て
、
「
市
民
的
、

政
治
的
権
利
お
よ
び
経
済
的
、
社
会

的
お
よ
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
協
約
草
案
」
お
よ
び
、
「
人
種
的
差
別
の
あ

ら
ゆ
る
形
態
の
除
去
お
よ
び
情
報
の
自
由
に
関
す
る
協
定
草
案
」
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
木
協
定
草
案
起
草
の
根
拠
は
、
世
界
人
権
宣
言
第
一
八
条
に
あ

る
。
す
な
わ
ち
同
条
は
何
人
に
対
し
て
も
思
想
、
良
心
お
よ
び
宗
教
の
自
由

の
権
利
を
保
障
す
る
旨
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
協
定
草
案
は
こ
れ
を

具
体
的
に
達
成
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
主
た
る
目
的
を
置
い
て
い

る
。
同
宣
言
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
自
由
に
は
、
「
自
己
の
宗
教
ま
た
は

信
仰
を
変
え
る
自
由
、
お
よ
び
教
育
、
実
践
、
礼
拝
お
よ
び
儀
式
等
の
執
行

に
お
い
て
、
自
己
の
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
表
明
す
る
自
由
」
を
含
ん
で
い
る

」
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
世
界
人
権
宣
言
と
同
様
な
条
項
は
、
一
九
四
八
年
ボ
ゴ
タ
で
開
催
さ

れ
た
、
米
州
第
九
四
国
際
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
人
間
の
権
利
と
義

務
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
宣
言
」

(3m〉
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仏
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ま
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る
@
更
に
筒
条
項

は
一
九
五

O
年
一
一
月
四
日
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
署
名
さ
れ
た
「
人
権
お
よ

び
基
本
的
自
由
の
保
護
の
た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
定
」

(
己
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g
g
E
F
2
P
B
)
第
九
条
に
よ
っ
て
引
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
協

定
は
、
国
連
の
「
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
協
約
草
案
」
の
第

一
八
条
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

本
協
定
草
案
は
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

世
界
人
権
宣
言
の
中
に
述
べ
ら
れ
た
宗
教
の
自
由
を
世
界
的
な
水
準
で
具
体

的
に
達
成
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
現
在
、
な
お

草
案
の
段
階
で
は
あ
る
が
訳
出
を
試
み
た
。
な
お
、
起
草
に
あ
た
っ
た
人
権

委
員
会
付
属
の
、
「
差
別
の
防
止
と
少
数
者
の
保
護
に
関
す
る
小
委
員
会
」

の
提
出
し
た
草
案

(
C
の
部
分
)
お
よ
び
予
備
草
案

(
D
の
部
分
)
も
、
本

協
定
草
案
と
一
体
と
な
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
以
下
の
、
予
備
作
業
お
よ
び
起
草
に
つ
い
て
の
解
説
お
よ
び
草
案

全
文
の
テ
キ
ス
ト
は
、
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に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も

の
に
よ
っ
た
。

協
定
草
案
の
予
備
作
業

1 

一
九
五
六
年
、

「
少
数
者
の
保
護
お
よ
び
差
別
の
防
止
に
関
す
る
」
小
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委
員
会
が
、
少
数
者
の
保
護
お
よ
び
差
別
に
つ
い
て
の
作
業
を
開
始
し
、
特

別
委
員
と
し
て
イ
ン
ド
の
冨
『
・

を
任
命
し
た
。

こ
こ
で
は
「
宗
教
的
権
利
お
よ
び
実
践
の
問
題
に
お
け
る
差
別
の
研
究
」
を

八
一
ヶ
国
の
調
査
報
告
を
基
礎
と
し
て
行
い
、
一
九
六

O
年
に
そ
の
最
終
報

〉

3
門

穴

江
ω
「
ロ
自
宅

mB-

告
書
を
提
出
し
た
。
同
報
告
書
は
世
界
に
お
け
る
、
思
想
、
良
心
お
よ
び
宗

教
の
自
由
に
対
す
る
権
利
を
承
認
す
る
傾
向
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
ま

「宗教的不寛容のあらゆる形態の除去に関する国際協定草案」

た
-
定
の
地
域
で
は
不
可
知
論
者
(
白
岡

5
5
2
)
お
よ
び
無
神
論
者
吉

Z
‘

zm)
の
権
利
を
容
認
す
る
傾
向
が
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
他
の
宗

教
に
対
す
る
あ
る
宗
教
の
態
度
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
旨
を
指
摘
し
た
。
更

に
同
報
告
書
は
、
世
界
人
権
宣
言
の
中
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
差
別
禁
止
の
一

般
原
理
を
達
成
す
る
時
機
の
到
来
と
考
え
ら
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
、

そ
こ
で
、
国
際
的
な
共
同
体
が
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
促
進
し
、
こ
の
傾
向
が

突
然
逆
転
す
る
こ
と
の
な
き
ょ
う
配
慮
を
す
る
責
務
が
あ
る
こ
と
を
強
一
調
し

た
。
結
論
と
し
て
同
報
告
書
は
思
想
、
良
心
お
よ
び
宗
教
の
自
由
に
関
す
る

差
別
を
根
絶
す
る
た
め
に
適
用
さ
れ
る
、
積
極
的
か
つ
建
設
的
な
原
理
の
策

定
を
提
案
し
た
。
同
委
員
会
は
部
分
的
修
正
を
経
て
こ
れ
を
採
用
し
た
。
こ

こ
で
採
用
さ
れ
た
原
理
は
小
委
員
会
お
よ
び
人
権
委
員
会
に
お
い
て
更
に
考

慮
が
な
さ
れ
、
発
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

2 

一
九
五
九
年
六
月
二
二
日
!
一
一
六
日
、
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
の
国
際
連
合
ヨ
l

ロ
ッ
パ
事
務
所
に
お
い
て
「
偏
見
と
差
別
の
根
絶
に
関
心
を
有
す
る
非
政
府

的
機
関
」
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
偏
見
お
よ
び
差
別
の
根
絶

の
た
め
の
ユ
ネ
ス
コ
計
画
の
強
化
、
偏
見
お
よ
び
差
別
の
原
因
、
お
よ
び
そ

れ
ら
を
根
絶
す
る
た
め
の
方
法
に
関
す
る
調
査
体
制
の
改
昔
出
弓
偏
見
お
よ
び

差
別
を
根
絶
す
る
た
め
の
国
連
に
よ
っ
て
と
ら
れ
る
今
後
の
行
動
が
主
と
し

て
討
論
さ
れ
、
決
議
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
の
成
果
に
鑑
み
、
人
権
委
員

会
は
、
非
政
府
的
機
関
が
公
的
機
関
よ
り
も
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
調
査

を
進
め
る
上
に
一
一
層
効
果
的
で
あ
り
、
か
つ
公
平
、
卒
直
な
結
果
が
得
ら
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
結
果
に
基
づ
い
て
表
明
さ
れ
た
見
解
が
世
界

的
な
意
見
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

3 

つ
い
で
一
九
六

O
年
三
月
、
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
で
聞
か
れ
た
人
権
委
員
会
の

第
二
ハ
回
の
本
会
議
に
お
い
て
は
、

「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
表
明
、
お
よ
び
同

様
な
性
質
の
人
種
的
、
民
族
的
憎
悪
、
お
よ
び
宗
教
的
、
人
種
的
偏
見
の
他

の
形
態
」
に
つ
い
て
論
議
が
交
さ
れ
、
右
表
題
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
決
議
に
つ
い
て
は
、
宗
教
的
信
仰
お
よ
び
表
明
の
自
由
に

対
す
る
恐
怖
を
示
す
も
の
と
す
る
点
で
代
表
者
の
一
致
し
た
見
解
が
表
明
さ

北法17(3・107)481

れ
た
。
こ
こ
で
特
に
共
産
圏
か
ら
の
代
表
者
は
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
の
表
明
は
ナ
チ
ズ
ム
の
再
来
お
よ
び
侵
略
政
策
の
証
拠
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
他
の
代
表
は
、
反
ユ
、
タ
ヤ
主
義
的
表
明
が
両
陣
営
の
い
ず
れ
の
例



料

に
お
い
て
も
生
じ
て
い
る
こ
と
、
を
指
摘
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
結
局
右
の

よ
う
な
事
情
か
ら
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
表
明
を
非
難
す
る
に
と
ど
ま
り
、
特
定

資

の
国
家
に
対
す
る
非
難
に
言
及
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
間

題
は
委
員
会
、
理
事
会
、
総
会
お
よ
び
そ
の
他
の
会
議
に
お
い
て
再
審
議
さ

れ
る
べ
き
こ
と
、
と
さ
れ
た
。

第
一
七
回
総
会
は
一
九
六
二
年
九
月
一
八
日
、
右
の
よ
う
な
背
景
の
下
に

開
催
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
聞
に
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥

問
題
、
お
よ
び
ア
ラ
ブ
人
弾
圧
問
題
を
め
ぐ
り
、
は
げ
し
い
論
争
が
展
開
さ

れ
、
根
強
い
宗
教
的
対
立
を
露
呈
し
た
。

」
れ
よ
り
先
、
第
一
五
回
総
会
第
三
委
員
会
に
お
い
て
、

「
人
種
的
、
国

家
的
憎
悪
の
表
現
」
と
題
す
る
決
議
案
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
第
一
一
一

二
回
経
済
社
会
理
事
会
は
、

「
人
種
的
偏
見
な
ら
び
に
国
家
的
宗
教
的
不
寛

容
の
表
現
」
と
題
す
る
決
議
案
の
採
択
を
総
会
に
勧
告
し
て
い
た
。
そ
こ
で

宗第

語石
不 回
寛総
容 会
の第
一一
現委
」員

関今
す は
る
決 こ
議 の

実*又
お種
よ的
び偏
「見
人な
種ら
的び
偏 に
見国
な家
ら的

び
に
宗
教
的
不
覚
容
の
撤
廃
」
に
関
す
る
宣
言
案
、
お
よ
び
規
約
案
の
準
備

や
や

ψ
m
T

に
関
す
る
決
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
修
正
を
経
た
の
み
で
一

一
月
五
日
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

* 

間
決
議
案
の
最
初
の
案
は
「
人
種
的
、
国
家
的
憎
悪
の
表
題
」
と
す
る

も
か
で
、
第
一
五
回
総
会
第
三
委
員
会
に
お
い
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
ト

ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

ω、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
教
育
、
文

化
の
面
に
お
け
る
人
種
的
、
宗
教
的
、
国
家
的
憎
悪
の
あ
ら
ゆ
る
表
現
を

国
連
憲
章
な
ら
び
に
世
界
人
権
宣
言
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
非
難
し
、

伸
、
か
か
る
憎
悪
の
表
現
の
防
止
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
を
と

る
こ
と
を
各
国
政
府
に
呼
び
か
け
る
こ
と
、
を
主
た
る
内
容
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
「
人
種
的
偏
見
な
ら
び
に
国
家
的
宗
教
的
不
寛
容
の
表

現
」
に
関
す
る
決
議
案
全
文
、
お
よ
び
そ
の
審
議
経
過
は
「
国
際
連
合
第

一
七
総
会
の
事
業
(
下
巻
)
」
、
国
際
連
合
局
政
治
課
編
、
昭
三
八
年
、
一

O
三

l
一
O
四
頁
に
あ
る
。

北法17(3・108)482. 

*
ホ
同
案
は
中
央
ア
フ
リ
カ
、
ギ
ニ
ア
等
九
ヶ
国
提
案
に
よ
る
も
の
で
あ

る
が
、
各
国
は
原
則
的
に
本
案
を
支
持
し
つ
つ
、

ω、
規
約
よ
り
宣
言
の

形
式
を
と
る
べ
き
、
刷
、
宗
教
的
差
別
も
同
時
に
と
り
あ
げ
る
べ
き
、

付
、
そ
の
他
技
術
的
問
題
に
つ
い
て
提
案
し
た
。
最
終
テ
キ
ユ
ト
に
つ
い

て
は
宗
教
的
差
別
を
ふ
く
め
る
か
ど
う
か
の
点
で
対
立
し
、
妥
協
案
と
し

て
コ
ン
ゴ

l
等
一
六
ヶ
国
に
よ
る
、
宗
教
的
不
寛
容
の
撤
廃
に
関
す
る
別

個
の
決
議
案
を
提
出
し
た
。
こ
の
「
人
種
的
偏
見
お
よ
び
宗
教
的
不
寛
容

の
撤
廃
」
に
関
す
る
宣
言
案
お
よ
び
規
約
案
全
文
、
お
よ
び
そ
の
最
終
テ

キ
ス
ト
主
文
は
前
掲
書
一

O
五
|
一

O
六
頁
に
あ
る
。

こ
の
第
三
委
員
会
の
採
択
に
基
づ
き
、
総
会
は
一
九
六
二
年
二
一
月
九

日
、
二
つ
の
決
議
案
を
採
択
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
「
人
種
的
差
別

4 の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
除
去
に
関
す
る
宣
言
草
案
お
よ
び
協
定
草
案
の
準
備
」



お
よ
び
「
宗
教
的
不
寛
容
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
除
去
に
関
す
る
宣
言
草
案
お

よ
び
協
定
草
案
の
準
備
」
で
あ
る
。
こ
の
後
者
の
決
議
に
よ
り
、
総
会
は
人

権
委
員
会
に
対
し
、
刷
、
宗
教
的
不
寛
容
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
除
去
に
つ
い

て
の
宣
言
草
案
を
準
備
す
る
こ
と
、
お
よ
び
川
、
同
問
題
に
つ
い
て
の
国
際

協
定
草
案
を
準
備
す
る
こ
と
、
を
求
め
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
一
九
六
三
年
ジ
ュ
ネ
!
ヴ
で
開
催
さ
れ
た
第
一
九
回
人
権

T宗教的不寛容のあらゆる形態の除去に関する国際協定草案」

委
員
会
は
、

「
差
別
の
防
止
お
よ
び
少
数
者
の
保
護
に
関
す
る
小
委
員
会
」

の
決
議
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
の
決
議
は
そ
の
中
で
以
下
の
見
解
を
表
明
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ
て
い
る
原
則
の

草
案
は
、
宣
言
草
案
の
基
本
的
原
理
を
ふ
く
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
故

に
人
権
委
員
会
は
こ
れ
ら
の
原
則
の
草
案
を
審
議
す
る
上
に
優
先
順
位
を
与

え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
人
権
委
員
会
は
、
同
小
委
員
に
よ
っ
て

表
明
さ
れ
た
右
の
見
解
と
は
別
に
、
小
委
員
会
に
対
し
て
新
し
い
宣
言
草
案

の
準
備
、
お
よ
び
そ
の
提
出
を
求
め
た
。
そ
し
て
こ
の
小
委
員
会
に
お
け
る

一
般
討
論
で
は
、
宣
言
草
案
は
、
特
に
教
育
、
実
践
、
礼
拝
お
よ
び
儀
式
を

行
う
際
に
宗
教
ま
た
は
信
仰
に
よ
る
差
別
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
を
考
慮

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
強
調
さ
れ
た
。

小
委
員
会
は
右
の
要
請
お
よ
び
討
論
を
通
じ
て
、
第
二

O
回
人
権
委
員
会

に
対
し
新
た
な
宣
言
葉
案
を
提
出
し
た
。
し
か
し
委
員
会
は
時
間
的
制
約
の

た
め
同
案
を
検
討
、
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
提
出
さ
れ
た
資
料
の
す
べ

て
を
経
済
社
会
理
事
会
に
送
付
し
た
。
同
理
事
会
は
右
の
草
案
を
総
会
に
送

「
問
問
題
に
つ
い
て
継
続
さ
れ
る
べ
き
今
後
の
方
針
に
つ
き
、
第
一

付
し
、

九
回
総
会
に
お
い
て
決
議
を
行
う
べ
き
」

旨
の
見
解
を
付
加
し
た
。
し
か

し
、
第
一
九
回
総
会
は
平
和
維
持
の
機
能
に
関
す
る
財
政
問
題
に
時
間
の
ほ

と
ん
ど
が
費
さ
れ
、
多
く
の
混
乱
の
中
に
幕
を
閉
じ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
り
、
宣
言
草
案
問
題
は
第
一
九
回
総
会
ま
で
に

結
実
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

協
定
草
案
の
起
草

こ
の
後
、
こ
の
「
宗
教
的
不
寛
容
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
除
去
に
関
す

る
国
際
協
定
草
案
」
が
、
一
九
六
五
年
一
月
一
一
|
二
九
日
の
、
ジ
ュ
ネ
l

ヴ
に
お
け
る
第
一
七
回
「
差
別
の
防
止
と
少
数
者
の
保
護
に
関
す
る
小
委
員

会
」
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
委
員
会
は
こ
の
作
業
の
た

め
二
六
回
に
わ
た
る
会
議
の
う
ち
二

O
回
を
あ
て
、
前
文
お
よ
び
一
三
ケ
条

か
ら
な
る
草
案
を
作
成
し
た
。
同
委
員
会
は
こ
の
作
業
を
行
う
に
あ
た
り
、

す
で
に
提
案
さ
れ
て
い
た
、
協
定
草
案
に
関
す
る
当
事
国
か
ら
の
批
判
を
要

約
し
た
総
長
の
覚
え
書
、
第
三
委
員
会
の
採
択
し
た
市
民
的
お
よ
び
政
治
的

権
利
に
関
す
る
協
定
草
案
一
八
ケ
条
の
正
文
、
人
権
委
員
会
の
採
択
し
た
草

案
前
文
に
表
現
す
べ
き
条
項
、
お
よ
び
第
二

O
国
人
権
委
員
会
の
設
置
し
た
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料

作
業
グ
ル
ー
プ
の
、
宗
教
的
不
寛
容
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
除
去
に
関
す
る
宣

言
草
案
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
多
く
の

資

非
政
府
的
な
機
関
が
書
面
あ
る
い
は
口
頭
で
意
見
を
表
明
し
た
。

ま
ず
小
委
員
会
に
対
し
て
、
三
草
案
が
英
、
米
お
よ
び
イ
ン
ド
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
提
出
さ
れ
た
。
更
に
六
ケ
条
が
ソ
連
、
二
ケ
条
が
フ
イ
リ
ヅ
ピ
ン
か
ら

提
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
小
委
員
会
は
右
の
三
章
案
を
一
つ
に
ま
と
め
る

た
め
の
作
業
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、
そ
こ
で
の
原
案
を
基
礎
と
し
て
委
員
会
に

お
け
る
討
論
を
行
な
い
、
最
終
的
に
草
案
正
文
が
作
成
さ
れ
、
採
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

小
委
員
会
に
お
け
る
一
般
討
論
で
は
、
人
種
的
差
別
に
関
す
る
立
法
よ
り

も
宗
教
的
寛
容
に
関
す
る
立
法
は
よ
り
困
難
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
理
由
と
し

て
、
宗
教
的
自
由
に
関
す
る
国
際
協
定
は
人
間
の
最
も
木
質
的
な
感
情
に
街

突
す
る
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
し
か
し
同
時
に
こ
の
分
野
に
お
け
る
法
律
の
果

す
役
割
も
ま
た
強
調
さ
れ
た
。

2 

す
な
わ
ち
、

歴
史
的
に
こ
の
問
題
を
と
ら
え
る
と
き
、

国
家
に
よ
る

宗
教
と
信
仰
に
対
す
る
圧
迫
と
迫
害
は
、
人
類
の
歴
史
を
通
じ
不
幸
な
結
果

を
生
み
出
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
国
家
、
個
人
、
団
体
、
更
に
は
宗

教
上
の
組
織
が
犠
牲
者
で
あ
る
と
同
時
に
犯
罪
者
で
も
あ
っ
た
。
今
日
世
界

は
宗
教
的
混
乱
お
よ
び
紛
争
の
時
代
を
越
え
、
宗
教
聞
の
理
解
の
時
代
、
お

よ
び
有
神
論
、
無
神
論
の
間
の
多
様
な
種
類
の
対
決
の
時
代
を
迎
え
、
ま
た

他
方
、
思
想
、
良
心
お
よ
び
宗
教
の
自
由
の
問
題
を
め
ぐ
る
、
歓
迎
す
べ
き

変
化
の
時
代
を
迎
え
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は

一
方
で
は
ユ
ダ
ヤ
教
に
対
す
る
感
情
の
変
化
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
ま
た
他
方
で
は
国
連
の
諸
団
体
に
お
け
る
討
議
、
お
よ
び
討
議
を
通
じ

て
基
本
的
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
国
際
活
動
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
い
か
な
る
法
律
お
よ
び
国
際
協
定
に
よ
っ
て
も
、
す
べ
て
の
者

が
他
人
に
対
し
尊
敬
を
払
う
よ
う
な
理
想
的
状
況
を
達
成
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
た
だ
個
人
の
良
心
の
み
が
こ
の
よ
う
な
保
障
を
与

え
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
法
律
は

良
心
を
反
映
す
る
こ
と
お
よ
び
法
律
に
よ
り
、
宗
教
ま
た
は
信
仰
の
表
明
を

制
限
禁
止
す
る
こ
と
、
な
い
し
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
理
由
と
す
る
差
別
を

禁
止
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
思
想
、
良
心
お
よ
び
宗
教
の
自
由

に
敵
対
す
る
私
的
な
行
為
を
制
限
す
る
よ
う
な
状
態
を
作
り
出
す
こ
と
、
お

よ
び
過
去
の
状
態
を
改
善
し
、
新
し
い
状
態
を
創
造
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
共
同
体
の
基
準
を
設
定
し
、
徳
義
上
の
力
を
与
え
る
こ
と

も
可
能
な
の
で
あ
る
、
と
。

3 

右
の
よ
う
に
そ
の
基
本
的
立
場
を
表
明
す
る
小
委
員
会
は
、
本
協
定
草

案
を
以
下
の
三
部
に
区
分
し
た
。

す
な
わ
ち
、
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。〉
前
文
お
よ
び
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
最
初
の
四
ケ
条
、

(2) 

第
二
一
回
同
委
員
会
に
お
い
て
、
時
間
的
制
約
の
た
め
取
り
扱
う
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
小
委
員
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
一

O
ケ

条
小
委
員
会
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
こ
の
目
的
達
成
の
た
め
の
付
加
的

方
法
に
関
す
る
予
備
草
案
、

ω 

「宗教的不寛容のあらゆる形態の除去に関する国際協定草案」

で
あ
る
。

委
員
会
に
お
け
る
審
議
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
小
委
員
会
に
よ
っ
て
提

出
さ
れ
た
原
案
を
基
礎
と
し
て
討
議
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
過
程
で
多
く
の
修

正
案
が
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
結
局
最
終
的
に
は
小
委
員
会
の
提
案
の
ほ

と
ん
ど
が
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
、
採
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
協
定
草
案
の
予
備
作
業
の
段
階
で
特
別
委
員
に
任
命
さ
れ
た
、
イ
ン
ド

の

v
p・阿ハユ
ωZEω
者
山
吉
岡
が
そ
の
調
査
報
告
書
に
お
い
て
結
論
し
て
い
る
よ

う
に
、
思
想
、
良
心
、
宗
教
お
よ
び
信
仰
の
白
白
の
権
利
は
今
日
世
界
の
ほ

と
ん
ど
の
国
家
に
お
い
て
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、
た
と
え
そ
れ
が
宣
言
さ
れ

て
い
る
と
し
て
も
、
い
ま
だ
あ
ら
ゆ
る
国
家
に
お
い
て
、
ま
た
は
国
際
的
水

準
に
お
い
て
十
分
に
達
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
本
協
定
草
案
の
自

的
は
、
右
の
権
利
の
普
遍
的
な
承
認
お
よ
び
そ
の
達
成
に
あ
る
。

と
こ
ら
で
、
木
協
定
草
案
に
一
示
さ
れ
た
達
成
の
方
法
は
以
下
の
三
つ
に
区

分
さ
れ
る
。

)
 

唱

i(
 
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
保
持
し
、
あ
る
い
は
変
更
す
る
自
由
。

ω
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
表
明
す
る
自
由
。

助
こ
れ
ら
の
権
利
に
課
せ
ら
れ
た
制
限
。

ま
た
、
手
続
的
側
面
か
ら
は
次
の
二
つ
に
区
別
さ
れ
る
。

(1) 

国
内
法
に
よ
る
救
済
。

国
際
法
に
よ
る
救
済
。

ω 右
の
よ
う
な
内
容
を
備
え
た
本
協
定
草
案
前
文
は
、
思
想
、
良
心
、
宗
教
お

よ
び
信
仰
の
自
由
を
、
基
本
的
権
利
お
よ
び
自
由
の
う
ち
に
あ
る
も
の
と
と

ら
え
、
こ
れ
ら
の
表
明
は
、
人
生
に
つ
い
て
の
そ
の
人
間
の
考
え
方
の
基
本

的
な
要
素
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
こ
れ
ら
の
自
由
は
十
分
に
尊
重
さ
れ
、
保

障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
を
述
べ
て
い
る
。
右
に
あ
げ
ら
れ
た
自
由

は
す
で
に
、
世
界
人
権
宣
言
、

一
九
五
八
年
の
国
際
労
働
組
織
お
よ
び
一
九

六
O
年
の
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
国
際
協
定
の
中
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
草
案
で
は
特
に
こ
れ
ら
の
う
ち
宗
教
お
よ
び
信
仰

に
つ
い
て
強
調
さ
れ
た
こ
と
は
一
一
一
言
う
ま
で
も
な
い
。

4 

本
協
定
草
案
の
目
的
は
、
前
文
に
従
え
ば
、
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
宗
教
的

不
寛
容
を
た
だ
ち
に
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
採
択
す
る

こ
と
」
、
更
に
「
宗
教
あ
る
い
は
信
仰
を
理
由
と
す
る
差
別
と
闘
う
こ
と
L

二
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あ
る
。
ま
た
前
文
お
よ
び
第
五
条
は
こ
の
目
的
達
成
の
上
に
、
教
育
の
果
す

役
割
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
参
加
当
事
国
に
対
し
、
宗
教
的
自
由
の
達

資

成
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
国
内
法
お
よ
び
国
際
法
を
通
じ
、
宗
教

的
差
別
を
導
く
偏
見
と
闘
う
責
務
を
課
し
た
。

こ
の
協
定
草
案
の
主
た
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宗
教
あ
る
い
は
信
仰
を
保

持
、
ま
た
は
変
更
す
る
自
由
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
仲
項
が
、
ま
た
そ
れ
ら

を
表
明
す
る
自
由
の
一
般
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
条

ω項
が
、
そ
れ
ぞ
れ

保
障
す
る
旨
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
前
者
の
自
由
は
絶
対
的
も

の
で
あ
り
、
い
か
な
る
制
限
に
も
服
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
特
定
の
問

題
、
た
と
え
ば
礼
拝
、
教
育
、
慈
善
等
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
同
条
例
項
か

ら
ゆ
項
ま
で
に
詳
細
に
規
定
さ
れ
、
宗
教
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
集
会
は
同

条
刷
項
に
特
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
で
第
三
条
各
項
は
保
護
さ
れ

る
べ
き
態
様
を
か
な
り
詳
細
に
規
定
し
、
当
事
国
の
遵
守
義
務
の
範
囲
を
明

示
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
宗
教
あ
る
い
は
信
仰
の
表
明
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
活
動
に
は
、
国

家
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
最
少
限
の
制
限
が
あ
る
。
こ
の
点
を
第
一
二
条
は
「

公
的
安
全
、
秩
序
、
健
康
ま
た
は
道
徳
、
あ
る
い
は
個
人
的
権
利
お
よ
び
他

の
人
々
の
自
由
、
あ
る
い
は
民
主
的
社
会
に
お
け
る
一
般
的
福
祉
を
保
護
す

る
た
め
」
に
必
要
で
あ
る
制
肢
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
点
は
世
界
人
権
宣
言

第
二
九
条
、
お
よ
び
市
民
的
、
政
治
的
権
利
に
関
す
る
協
定
草
案
第
一
八
条

第
三
項
と
同
様
で
あ
る
。
白

と
こ
ろ
で
本
協
定
草
案
は
国
内
法
、
お
よ
び
国
際
法
に
よ
る
二
つ
の
救
済

手
段
を
定
め
て
い
る
が
、
ま
ず
園
内
法
の
分
野
で
は
、
当
事
国
に
対
し
第
二

条
に
お
い
て
、
「
思
想
、
良
心
、
宗
教
あ
る
い
は
信
仰
の
自
由
を
保
護
す
る

た
め
の
政
策
を
促
進
し
、
遂
行
す
る
」
責
務
、
お
よ
び
第
六
条
に
お
い
て
「

必
要
な
立
法
の
制
定
お
よ
び
廃
止
を
ふ
く
む
、
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
理
由
と

す
る
差
別
の
防
止
、
お
よ
び
こ
れ
を
除
去
す
る
効
果
的
な
方
法
を
と
る
」
責

務

お
よ
び
第
七
条
お
よ
び
第
八
条
に
よ
る
、

そ
れ
ら
の
自
由
を
行
使
す

る
際
の
法
の
前
の
平
等
、
法
の
平
等
な
保
護
を
確
保
す
る
責
務
が
規
定
さ
れ

た
、
更
に
第
一
三
条
は
、
経
済
社
会
理
事
会
に
対
す
る
定
期
的
な
報
告
義
務

を
定
め
た
。

ま
た
圏
内
的
救
済
の
他
の
有
力
な
方
法
と
し
て
、
宗
教
的
自
由
の
侵
害
が

あ
る
場
合
に
は
、
当
事
国
の
司
法
ま
た
は
行
政
当
局
に
よ
る
適
切
な
救
済
義

務
が
あ
る
。
第
一

O
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
国
内
的
救
済
手
続
の
す
べ
て
が
尽
さ
れ
た
後
に
、
本
協
定
草

案
の
目
的
達
成
の
た
め
の
予
備
草
案
は
、
国
際
的
救
済
手
続
を
定
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
国
内
的
救
済
手
続
き
の
す
べ
て
が
尽
さ
れ
た
場
合
に
は
、
第

一
四
条
か
ら
第
二
九
条
ま
で
に
従
い
、
国
際
連
合
斡
旋
調
停
委
員
会
を
通
じ

、
ま
た
は
第
三

O
条
に
よ
り
国
際
司
法
裁
判
所
に
対
す
る
訴
え
の
提
起
に
よ
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り
、
国
際
的
救
済
手
続
の
道
が
聞
か
れ
て
い
る
。

ま
た
第
二
六
条
の
定
め
る
申
立
て
の
権
利
は
、
個
人
お
よ
び
非
政
府
的
団

体
に
対
し
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
本
協
定
草
案
違
反
の
結
果
、
侵
害
が
生
じ

て
い
る
場
合
に
は
、
斡
旋
調
停
委
員
会
に
対
し
て
申
し
立
て
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
経
過
お
よ
び
内
容
を
持
つ
本
協
定
草
案
は
、
世
界
的

「宗教的不寛容のあらゆる形態の除去に関する国際協定草案」

な
水
準
で
の
宗
教
的
不
寛
容
の
除
去
に
つ
い
て
か
な
り
の
程
度
ま
で
の
具
体

性
を
備
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
も
、
人
権
委
員
会
第
二
二
回

に
お
い
て
本
草
案
の
残
り
の
部
分

(
C
以
下
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
部
分
)
の

採
択
が
望
ま
れ
る
。
更
に
本
協
定
草
案
全
体
が
総
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
、

一
九
六
八
年
に
到
来
す
る
人
権
の
た
め
の
国
際
年

3
z
r
z
B
E
G
S
-

J
P
R
o
h
E
=
5
2
E悶
r
g
)

ま
で
に
多
数
の
国
家
に
よ
っ
て
署
名
、

准
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

協
定
草
案
全
文

A 

人
権
委
員
会
お
よ
び
経
済
社
会
理
事
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
決
議
。

O
人
権
委
員
会
決
議
第
一
号

(
M
X
H
)
、

一
九
六
五
年
四
月
七
日
。

宗
教
的
不
寛
容
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
除
去
に
関
す
る
国
際
協
定
草
案

人
権
委
員
会
は

特
に
、
宗
教
的
不
寛
容
の
あ
ら
ゆ
る

形
態
の
除
去
に
関
す
る
協
定
草
案
の
準
備
を
要
求
す
る
決
議
に
留
意
し
、

少
数
者
の
保
護
と
差
別
の
防
止
に
関
す
る
小
委
員
会
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ

総
会
決
議
一
七
八
一

〔

V

ハ
〈
同
)
、

た
、
こ
の
よ
う
な
協
定
の
た
め
の
予
備
草
案
に
満
足
を
も
っ
て
留
意
し
、

前
文
お
よ
び
四
ケ
条
を
そ
の
第
一
二
回
本
会
議
に
お
い
て
採
択
し
た
が
、

時
間
の
不
足
の
た
め
、
協
定
草
案
に
つ
い
て
の
作
業
を
完
成
す
る
こ
と
が
不

可
能
で
あ
っ
た
の
で
、

1 

宗
教
的
不
寛
容
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
除
去
に
関
す
る
協
定
草
案
の
準

備
を
完
了
す
る
た
め
、
そ
の
第
二
二
回
本
会
議
に
お
い
て
絶
対
的
優
先

権
を
与
え
る
こ
と
を
決
め
、

2 

経
済
社
会
理
事
会
に
対
し
、
以
下
の
決
議
草
案
を
採
択
す
る
こ
と
を

批

勧
告
す
る
。

同
決
議
草
案
は
一
九
六
五
年
七
月
二
八
日
経
済
社
会
理
事
会
第
三
九

会
期
第
一
三
九
二
回
本
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。

O
経
済
社
会
理
事
会
決
議
第
一

O
七
四

(
M
X
X
H
U
C
B
。

経
済
社
会
理
事
会
は
、

宗
教
的
不
寛
容
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
除
去
に
関
す
る
協
定
草
案
等
に
つ
い

て
の
人
権
委
員
会
決
議
第
一
号
(
凶
M
H
)
に
注
目
し
、

こ
の
決
議
に
対
す
る
総
会
の
注
目
を
喚
起
す
る
。
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料

B 

委
員
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
協
定
草
案
条
項
の
正
文
。

資

前

文

本
協
定
の
当
事
国
は

国
際
連
合
憲
章
の
基
本
原
理
の
一
つ
が
、
あ
ら
ゆ
る
人
聞
に
固
有
な
尊
厳

と
平
等
の
原
理
で
あ
り
、
す
べ
て
の
構
成
国
家
が
、
人
種
、
性
、
言
語
あ
る

い
は
宗
教
上
の
差
別
な
し
に
、
す
べ
て
の
人
聞
に
対
す
る
普
遍
的
な
尊
重
お

よ
び
人
権
と
去
本
的
自
由
の
遵
守
を
促
進
奨
励
す
る
た
め
に
、
本
組
織
と
協

力
し
、
連
帯
お
よ
び
単
独
行
動
を
と
る
旨
誓
約
し
た
こ
と
を
考
慮
し
、

世
界
人
権
宣
言
が
非
差
別
の
原
理
、
思
想
、
良
心
、
宗
教
お
よ
び
信
仰
の

自
由
に
対
す
る
権
利
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
、
と
り
わ
け
思
想
、
良
心
、
宗
教
お
よ
び
信
仰

の
自
由
の
権
利
の
無
視
お
よ
び
侵
害
が
、
人
類
に
多
大
の
苦
し
み
を
も
た
ら

し
て
き
た
こ
と
を
考
慮
し
、

宗
教
ま
た
は
信
仰
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
表
明
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
人

生
に
つ
い
て
の
そ
の
人
聞
の
考
え
方
の
基
本
的
要
素
で
あ
る
こ
と
、

お
よ

び
信
仰
を
表
明
す
る
こ
と
と
同
様
に
宗
教
活
動
を
す
る
自
由
が
十
分
に
保
障

さ
れ
、
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、

政
府
、
団
体
お
よ
び
私
人
は
、
他
の
手
段
に
よ
る
と
同
様
に
、
教
育
を
通

じ
、
宗
教
お
よ
び
信
仰
の
自
由
に
関
す
る
問
題
に
お
け
る
理
解
、
寛
容
お
よ

び
尊
重
を
促
進
す
る
た
め
に
、
努
力
し
伝
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
木
質
的

な
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

一
九
五
八
年
に
採
択
さ
れ
た
雇
用
お
よ
び
職
業
に
つ
い
て
の
差
別
に
関
す

る
I
L
O
協
定
、
一
九
六

O
年
に
採
択
さ
れ
た
教
育
に
お
け
る
差
別
に
対
す

る
ユ
ネ
ス
コ
協
定
、
お
よ
び
一
九
四
八
年
に
採
択
さ
れ
た
大
盆
虐
殺
犯
罪
の

処
罰
お
よ
び
防
止
に
関
す
る
国
連
協
定
の
よ
う
な
、
差
別
、
と
り
わ
け
宗
教

を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
協
定
の
実
施
の
到
来
に
満
足
を
も
っ
て
留
意

し
世
界
の
い
く
つ
か
の
地
域
に
お
い
て
な
お
存
在
し
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な

問
題
に
お
け
る
不
寛
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
関
心
を
示
し
、

あ
ら
ゆ
る
不
寛
容
の
形
態
、
お
よ
び
そ
の
表
明
の
中
の
、
こ
の
よ
う
な
不

寛
容
を
た
だ
ち
に
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
採
択
す
る
こ

と
、
お
よ
び
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
理
由
と
す
る
差
別
を
防
止
し
、
こ
れ
と
闘

う
こ
と
を
決
議
し
、

以
下
の
ご
と

λ
協
定
し
た
。

第

条

本
協
定
の
目
的
の
た
め
に
、

的
「
宗
教
ま
た
は
信
仰
」
と
い
う
表
現
は
有
神
論
的
(
円

Z
E庁
)
、
非
神

論
的
(
ロ

gl同

Z
Z
R
)
お
よ
び
無
神
論
的
(
口
F
2
2
5
)
な
信
仰
を
含
む
も
の

と
す
る
。
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活
の

政「
治宗
的教

ま
経 た
詰寄 t土
的信

ィilf
社を
会 理
的由

と
文. -ト

イじ 4 
的孟

争鼠
o L... 

L、 L

t士一
" し 、

五う
以表
外現
のは
Lコル ノ司人
女Tιヘ
野的
に生

(b)、
お
け
る
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
の
、
平
等
な
立
場
に
お
け
る
、
承
認
、
享

有
あ
る
い
は
行
使
を
破
壊
し
、
あ
る
い
は
制
限
す
る
目
的
な
い
し
効
果
を
持

っ
と
こ
ろ
の
、
宗
教
ま
た
は
信
仰
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
、
い
か
な
る
差
別
、

「宗教的不寛容のあらゆる形態の除去に関する国際協定草案」

排
除
、
制
限
あ
る
い
は
優
遇
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

例
「
宗
教
的
不
寛
容
」
と
い
う
表
現
は
、
宗
教
ま
た
は
信
仰
の
問
題
に

お
け
る
不
寛
容
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

国
教
を
定
め
る
こ
と
、
あ
る
い
は
国
家
に
よ
る
一
宗
教
な
い
し
一
信

仰
の
承
認
、
あ
る
い
は
国
家
か
ら
の
教
会
の
分
離
そ
れ
自
体
は
、
宗
教
ま
た

は
信
仰
を
理
由
と
す
る
宗
教
的
不
寛
容
な
い
し
差
別
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で

、.，，
2

ロ(
 

は
な
い
。
た
だ
し
本
項
は
本
協
定
の
特
定
の
条
項
の
違
反
を
許
容
す
る
も
の

と
し
て
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第

二

条

当
事
国
は
個
人
の
宗
教
ま
た
は
信
仰
が
、
そ
の
人
間
自
身
の
良
心
の
問
題

で
あ
り
、
そ
れ
故
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
承
認
す
る
。
当

事
国
は
宗
教
的
不
寛
容
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
、
お
よ
び
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
理

由
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
非
難
し
、

ま
た
当
事
国
は
思
想
、

良
心
、
宗

教
あ
る
い
は
信
仰
の
自
由
を
保
護
す
る
た
め
、
ま
た
宗
教
的
寛
容
を
確
保
す

る
た
め
に
、
ま
た
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
理
由
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
除
去

す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
政
策
を
促
進
し
、
遂
行
す
る
責
務
を
有
す
る
。

第

三

条

1 

当
事
国
は
、
そ
の
管
轄
内
に
お
け
る
す
べ
て
の
者
に
対
し
、
思
想
、
良

心
、
宗
教
あ
る
い
は
信
仰
の
白
由
に
対
す
る
権
利
を
保
障
す
る
責
務
を
有
す

る
。
こ
の
権
利
は
以
下
の
も
の
を
ふ
く
む
も
の
と
す
る
。

第
二
一
条
に
埼
け
ら
れ
た
制
限
の
い
ず
れ
か
の
事
項
、
あ
る
い
は
宗

教
ま
た
は
信
仰
の
問
題
に
お
け
る
、
選
択
あ
る
い
は
決
定
に
つ
い
て
の
本
人

の
自
由
を
侵
害
す
る
よ
う
な
い
か
な
る
強
制
、
の
い
ず
れ
に
も
影
響
を
受
け

(a) 
る
こ
と
な
く
自
己
の
良
心
の
命
ず
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
あ
る
宗
教
あ
る
い

は
信
仰
を
国
守
し
、
あ
る
い
は
閤
守
し
な
い
自
由
、
お
よ
び
自
己
の
宗
教
ま

た
は
信
仰
を
変
更
す
る
自
由
。
た
だ
し
木
項
は
宗
教
ま
た
は
信
仰
の
表
現
に

拡
張
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

(b) 

宗
教
ま
た
は
信
仰
を
理
由
と
す
る
い
か
な
る
差
別
に
も
支
配
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
自
己
の
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
単
独
で
、
あ
る
い
は
他
の
人
々
と

の
共
同
体
に
お
い
て
、
ま
た
公
的
に
あ
る
い
は
私
的
に
表
現
す
る
自
由
。

宗
教
ま
た
は
信
仰
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
を
表
明
す
る
自

由2 

当
事
国
は
そ
の
管
轄
内
の
す
べ
て
の
者
に
対
し
特
に
以
下
の
事
項
を
保
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料

障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

礼
拝
し
、
宗
教
ま
た
は
信
仰
に
関
す
る
集
会
を
開
催
し
、
ま
た
、
礼

資

拝
の
場
所
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
の
集
会
を
設
け
、
維
持
す
る
自

由

ω
自
己
の
宗
教
ま
た
は
信
仰
お
よ
び
そ
の
神
聖
な
言
葉
ま
た
は
伝
統
を

教
え
、
ひ
ろ
め
、
学
ぶ
自
由
、
宗
教
的
図
書
お
よ
び
テ
キ
久
ト
を
執
筆
し
、

印
刷
し
、
刊
行
す
る
自
由
、
お
よ
び
宗
教
的
活
動
、
儀
式
に
自
ら
を
捧
げ
る

(c) と
を
音

図
す
る
者
を
養
成
す
る
自
由

慈
善
的
、
教
育
的
施
設
を
設
立
し
、
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た

公
け
の
生
活
に
お
い
て
宗
教
ま
た
は
信
仰
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
意
味
を
表
明

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
実
践
す
る
自
由
。

)
 

1
0
 

(
 
自
己
の
宗
教
ま
た
は
信
仰
の
儀
式
、
食
物
に
つ
い
て
の
戒
律
、
お
よ

び
そ
の
他
の
実
践
を
遵
守
し
、
ま
た
そ
の
礼
拝
お
よ
び
実
践
に
お
い
て
通
常

用
い
ら
れ
る
物
品
、
食
物
、
そ
の
他
の
物
品
お
よ
び
設
備
を
生
産
し
、
あ
る

い
は
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
輸
入
す
る
自
由
。

(e) 

自
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
自
己
の
宗
教
あ
る
い
は
信
仰
と
関
係
を
有

す
る
巡
礼
お
よ
び
そ
の
他
の
旅
行
を
す
る
自
由
。

)
 

{
 

(
 
礼
拝
ま
た
は
集
会
の
場
所
、
儀
礼
儀
式
お
よ
び
活
動
、
お
よ
び
自
己

の
宗
教
ま
た
は
信
仰
と
関
連
を
有
す
る
死
者
を
処
理
す
る
場
所
に
つ
い
て
の

平
等
な
法
的
保
護
。

(g) 

自
己
の
宗
教
ま
た
は
信
仰
に
関
係
を
有
す
る
地
方
的
、
地
域
的
、
国

内
的
お
よ
び
国
際
的
団
体
を
組
織
し
、

維
持
し
、

そ
れ
ら
の
活
動
に
参
加

し
、
ま
た
自
己
と
共
通
の
宗
教
者
お
よ
び
信
仰
者
と
連
絡
を
と
る
自
由
。

宗
教
的
性
質
を
有
す
る
誓
約
を
す
る
強
制
か
ら
の
自
由
。

)
 

'n 
(
 

第
:
・
条
(
第
四
条
の
後
に
挿
入
さ
れ
る
べ
き
も
の
)

当
事
国
は
す
べ
て
の
者
に
対
し
、
政
治
的
、
市
民
的
、
経
済
的
、
社
会
的

お
よ
び
文
化
的
権
利
を
、
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
理
由
と
す
る
差
別
を
す
る
こ

と
な
し
に
亨
有
し
、
実
践
す
る
自
由
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

C 

小
委
員
会
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
協
定
草
案
の
正
文
お
よ
び
こ
れ
に
閲

す
る
そ
の
他
¢
条
項
。

第

四

条

当
事
国
は
、
両
親
お
よ
び
、
必
要
な
場
合
に
は
法
律
上
の
後
見
人
が
、

児
童
の
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
選
択
す
る
、
優
先
的
権
利
を
尊
重
す
る
責
務

を
有
す
る
。

2 

両
親
を
失
っ
た
児
童
の
場
合
に
は
、
児
童
の
表
明
さ
れ
た
、
ま
た
推
定

さ
れ
た
意
思
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
分
な
理
解
を
す
る
程
度
に
成
長
し
た
児
童
の
場
合
に
は
、
そ
の
児
童

の
意
思
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
勺

3 
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4" 

こ
れ
ら
二
つ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
正
当
な
権
限
を
有
す
る
官
庁
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
児
童
の
最
善
の
利
益
が
そ
の
方
針
を
定
め
る

原
理
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

五

条

当
事
国
は
、
園
内
状
況
お
よ
び
実
情
に
適
し
た
方
法
に
よ
り
、

特
に
指

「宗教的不寛容のあらゆる形態の除去に関する国際協定草案」

導
、
教
育
、
情
報
の
分
野
に
お
い
て

国
連
憲
章
お
よ
び
世
界
人
権
宣
言

の
目
的
と
原
理
を
普
及
す
る
と
同
様
に
、
国
家
間
お
よ
び
宗
教
団
体
聞
の
理

解
、
寛
容
お
よ
び
友
好
を
促
進
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
直
接
か
つ
効
果
的
な

方
法
を
と
る
こ
と
、
ま
た
人
と
人
と
の
問
、
団
体
問
お
よ
び
制
度
聞
の
宗
教

的
不
寛
容
、
お
よ
び
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
理
由
と
す
る
差
別
を
導
く
偏
見
と

闘
う
責
務
を
有
す
る
。

第

六

条

1 

当
事
国
は
い
か
な
る
個
人
、
団
体
あ
る
い
は
組
織
に
よ
る
、
宗
教
ま
た

は
信
仰
を
理
由
と
す
る
差
別
を
防
止
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
法

の
制
定
ま
た
は
廃
止
を
含
む
、
こ
の
よ
う
な
差
別
を
防
止
し
、
除
去
す
る
効

果
的
な
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

当
事
国
は
宗
教
ま
た
は
信
仰
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
自
由
な
、
公
開
の

活
動
の
自
由
を
制
限
、
あ
る
い
は
妨
害
す
る
政
策
の
遂
行
、
ま
た
は
規
約
お

よ
び
制
限
の
採
用
、
ま
た
は
維
持
を
し
て
は
な
ら
な
い
旨
の
責
務
を
特
に
負

ぅ
。
ま
た
当
事
国
は
、
い
か
な
る
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
有
す
る
者
の
一
員
た

る
資
格
、
そ
れ
ら
の
実
践
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
固
守
を
理
由
と
し
て
、
い

か
な
る
個
人
、
団
体
あ
る
い
は
組
織
に
対
し
て
も
差
別
を
し
て
は
な
ら
な
い

旨
の
責
務
を
特
に
負
う
。

第

七

条

当
事
国
は
す
べ
て
の
者
に
対
し
、
思
想
、
良
心
お
よ
び
宗
教
の
自
由
に
対

す
る
権
利
の
行
使
に
お
い
て
、
い
か
な
る
差
別
も
行
な
わ
ず
に
、
法
の
平
等

を
保
障
し
、
ま
た
は
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
理
由
と
す
る
い
か
な
る
差
別
に
対

し
て
も
、
法
の
平
等
な
保
護
を
保
障
す
る
支
務
を
負
う
。

第

八

条

当
事
国
は
、
宗
教
ま
た
は
信
仰
を
理
由
と
す
る
宗
教
的
不
寛
容
ま
た
は
差

別
の
促
進
も
し
く
は
煽
動
に
対
し
、
法
の
平
等
な
保
護
を
保
障
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
い
か
な
る
宗
教
ま
た
は
信
仰
、
ま
た
は
そ
の
所
有
者
に
対
す
る

憎
悪
、
ま
た
は
暴
力
行
為
の
煽
動
は
、
法
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
べ
き
犯
罪

と
考
え
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
宣
伝

は
有
罪
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

九

条

当
事
国
は
、
補
助
金
の
交
付
、
免
税
、
あ
る
い
は
歴
史
的
、
芸
術
的
価

値
あ
る
記
念
物
と
し
て
承
認
さ
れ
た
宗
教
的
建
築
物
を
保
存
す
る
た
め
の
援
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料

助
を
行
う
場
合
に
、
い
か
な
る
宗
教
ま
た
は
信
仰
、
あ
る
い
は
そ
の
信
奉
者

ま
た
は
制
度
の
聞
の
差
別
ま
た
は
優
遇
を
し
て
は
な
ら
な
い
責
務
を
負
う
。

資

2 

こ
の
点
に
関
す
る
、
公
益
を
理
由
と
し
て
法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た

差
別
ま
た
は
優
遇
は
、
本
協
定
の
意
味
の
範
囲
内
に
お
い
て
は
差
別
的
な
も

の
と
考
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
一

O
条

当
事
国
は
、
本
協
定
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
権
利
の
侵
害
に
対
し
、
当
事

国
の
権
限
あ
る
司
法
ま
た
は
行
政
当
局
に
よ
っ
て
利
用
し
う
る
、
適
切
な
救

済
を
は
か
る
責
務
を
有
す
る
。

第
一
一
条

本
協
定
は
、
い
か
な
る
個
人
、
団
体
あ
る
い
は
制
度
に
対
し
て
も
、
国
家

の
安
全
、
国
家
の
主
権
あ
る
い
は
国
家
聞
の
友
好
的
な
関
係
を
損
な
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
活
動
に
従
事
す
る
権
刺
を
与
え
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。

第
一
二
条

本
協
定
は
、
当
事
国
が
公
的
安
全
、
秩
序
、
健
康
ま
た
は
道
徳
、
あ
る
い

は
個
人
の
権
利
お
よ
び
他
の
人
々
の
自
由
、
あ
る
い
は
民
主
的
社
会
に
お
け

る
一
般
的
福
祉
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
制
限
を
、
法
律
に
よ
っ
て

定
め
る
の
を
排
除
す
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
一
一
三
h
逸
品

1 

当
事
国
は
、
当
事
国
が
採
用
し
、
か
つ
本
協
定
の
条
項
に
影
響
を
与
え

る
立
法
的
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
に
関
す
る
報
告
を
、
以
下
に
従
っ
て
提

出
す
る
責
務
を
有
す
る
。

(a) 

当
該
国
家
に
と
っ
て
本
協
定
の
効
力
発
効
の
後
一
年
以
内
に
、
ま
た

(防

そ
の
後
二
年
毎
に
、
ま
た
経
済
社
会
理
事
会
が
人
権
委
員
会
の
勧
告

に
基
づ
き
、
当
事
国
と
の
協
議
の
後
に
要
求
す
る
場
合
。

2 

す
べ
て
の
報
告
は
経
済
社
会
理
事
会
に
お
け
る
審
議
に
付
す
る
た
め

に
、
閤
際
連
合
事
務
総
長
に
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
済
社
会
理

事
会
は
、
そ
れ
ら
の
報
告
を
人
権
委
員
会
、
あ
る
い
は
情
報
、
研
究
お
よ
び

必
要
な
場
合
に
は
一
般
的
勧
告
の
た
め
の
特
別
の
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

3 

直
接
的
に
関
係
を
有
す
る
当
事
国
は
、
本
条
第
二
項
に
従
っ
て
行
う
こ

と
の
で
き
る
一
般
的
勧
告
に
つ
い
て
の
意
見
を
、
経
済
社
会
理
事
会
に
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
宗
教
的
不
寛
容
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
除
去
に
関
す
る
国
際
協
定
草
案

を
一
一
層
効
果
的
に
す
る
上
に
役
立
つ
、
遂
行
の
附
加
的
方
法
に
つ
い
て
の
小

*
 

委
員
会
の
一
般
的
見
解
の
表
現
と
し
て
の
予
備
草
案
」
の
正
文
。

D 
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第
一
四
条
一

本
協
定
の
解
釈
、
適
用
あ
る
い
は
遂
行
に
関
す
る
、
当
事
国
聞
の
紛
争
の

平
和
的
な
解
決
に
あ
た
る
斡
旋
調
停
委
員
会
言
。

g仏

O
ロ
5
m
g仏
門

ug・

2-uzoロ
の
O
B
B
Z
5
0
)

(
以
下
同
委
員
会
と
称
す
る
〉
が
、

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
際
連
合

第
一
五
条

「宗教的不寛容のあらゆる形態の除去に関する国際協定草案」

1 

問
委
員
会
は
、
高
度
の
道
徳
的
資
質
お
よ
び
一
般
に
承
認
さ
れ
た
公
平

性
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
、

一
一
人
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

2 

同
委
員
会
の
委
員
は
、
委
員
の
個
人
的
資
格
に
基
づ
い
て
行
動
し
、
委

員
が
地
理
的
に
平
等
に
配
分
さ
れ
、
文
明
お
よ
び
基
本
的
法
体
系
の
異
っ
た

形
態
を
代
表
す
る
よ
う
に
十
分
な
考
慮
が
払
わ
れ
た
後
、
国
際
連
合
の
総
長

の
勧
告
に
基
づ
き
、
経
済
社
会
理
事
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

h

l

h

、。

φ

ん
し

3 

問
委
員
会
は
同
じ
国
家
の
国
民
を
二
人
以
上
ふ
く
む
こ
と
は
で
き
な

L 、。
第
=
ハ
条

同
委
員
会
の
委
員
は
五
年
の
任
期
を
も
っ
て
選
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
委
員
は
推
薦
を
受
け
た
場
合
に
は
再
選
出
の
資
格
を
有
す
る
も
の
と
す

る
。
第
一
回
の
選
挙
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
委
員
の
う
ち
六
人
の
任
期
は
、

二
年
目
の
終
り
に
終
了
す
る
も
の
と
す
る
。
第
一
回
の
選
挙
の
後
た
だ
ち

に
、
こ
れ
ら
六
人
の
委
員
の
氏
名
は
、
経
済
社
会
理
事
会
議
長
に
よ
る
抽
畿

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
七
条

同
委
員
会
の
委
員
の
選
出
の
際
、
経
済
社
会
理
事
会
は
国
際
連
合
事
務
総

長
の
推
薦
に
基
づ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
選
出
さ
れ
た
各
委
員
の
代
理
委

員
を
指
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
代
理
委
員
は
当
該
委
員
と
同
国
籍
で
あ

る
必
要
は
な
い
が
、
両
者
は
同
じ
地
理
的
区
分
ま
た
は
同
地
域
か
ら
選
出
さ

れ
る
こ
と
を
要
す
る
。

第
一
八
条

1 

同
委
員
会
の
委
員
の
死
亡
、
辞
任
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
委
員
長
は
た

だ
ち
に
国
際
連
合
事
務
総
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
事
務
総
長
は
死

亡
の
日
ま
た
は
辞
任
が
効
力
を
生
ず
る
日
以
降
、
そ
の
議
席
が
空
席
と
な
る

旨
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

他
の
委
員
の
全
員
一
致
の
意
見
に
よ
り
、
同
委
員
会
の
委
員
が
一
時
的

性
質
の
欠
席
以
外
の
理
由
に
基
づ
き
、

そ
の
職
務
の
遂
行
を
停
止
し
た
場

合
、
あ
る
い
は
そ
の
義
務
の
遂
行
の
継
続
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
委

員
長
は
国
際
連
合
事
務
総
長
に
対
し
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
務
総
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料

長
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
か
か
る
委
員
の
席
が
空
席
で
あ
る
旨
の
宣
言
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

資

3 

本
条
の
第

お
よ

た..，，~，'

2挙
に一

項
当げ
該勺
代士
理'

雪量
zき
毘五
E れ

員 4
A 場
のム
委日
員代

と国
し際

連
合
事
務
総
長
は
、

て
、
残
存
期
間
そ
の
任
に
就
か
し
め
、
本
協
定
の
各
当
事
国
に
通
知
し
な
け

内
レ
‘
ま

E
A
つ
工
、
O

L
r
t
T
F
4
4
J
H
V
 

第
一
九
条

同
委
員
会
の
委
員
は
委
員
会
の
職
務
に
従
事
す
る
期
間
、
総
会
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
規
定
に
基
づ
き
、
国
際
連
合
の
財
源
か
ら
旅
費
お
よ
び
手
当
の

支
給
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

第
二

O
条

1 

国
際
連
合
事
務
総
長
は
、
国
際
連
合
本
部
に
お
い
て
、
同
委
員
会
の
最

初
の
会
合
を
召
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
の
会
合
は
同
委
員
会
の

決
定
に
基
づ
き
、
国
際
連
合
木
部
あ
る
い
は
国
際
連
合
ヨ

l

ロ
ヅ
パ
事
務
所

の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2 

問
委
員
会
事
務
局
は
国
際
連
合
事
務
総
長
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
一
条

同
委
員
会
は
二
年
の
任
期
を
有
す
る
委
員
長
、
お
よ
び
副
委
員
長
を
選

任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
長
お
よ
び
副
委
員
長
は
再
選
す
る
こ
と
が
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で
き
る
。同

委
員
会
は
そ
の
手
続
規
則
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
規
則

を
制
定
す
る
前
に
、
問
委
員
会
は
こ
れ
ら
規
則
の
草
案
を
、
本
協
定
の
そ
の

2 段
階
で
の
参
加
当
事
国
に
対
し
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
事
国
は
三

ヶ
月
以
内
に
当
事
国
の
希
望
す
る
意
見
お
よ
び
提
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

委
員
会
は
本
協
定
の
当
事
国
に
よ
る
請
求
が
あ
る
場
合
に
は
、
い
か
な

る
時
期
に
お
い
て
も
そ
の
手
続
規
則
を
再
審
理
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3 
第
二
ニ
条

木
協
定
の
当
事
国
は
、
他
の
当
事
国
が
本
協
定
の
条
項
の
実
施
を
し
て

い
な
い
と
考
え
る
場
合
に
は
、
書
面
に
よ
り
問
題
に
対
す
る
当
該
当
事
国
の

注
意
を
う
な
が
す
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
書
面
の
受
理
の
後
一
一
一
ヶ
月
以
内

に
、
受
理
国
は
、
当
該
問
題
に
関
し
、
書
面
で
説
明
な
い
し
意
見
を
、
申
立
国

1 に
対
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
書
面
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
適
切

に
当
該
問
題
に
つ
い
て
と
ら
れ
た
、
ま
た
は
と
り
つ
つ
あ
る
、
あ
る
い
は
と

る
こ
と
の
で
き
る
手
続
お
よ
び
救
済
に
つ
い
て
の
説
明
を
ふ
く
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

2 

当
該
問
題
が
、

最
初
の
書
面
の
受
理
固
に
よ
る
受
理
後
六
ヶ
月
以
内

に
、
当
事
国
双
方
に
聞
か
れ
て
い
る
双
方
に
よ
る
交
渉
、
あ
る
い
は
そ
の
他



の
手
続
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
両
当
事
国
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
に
解
決
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
当
事
国
の
一
方
は
国
際
連
合
事
務
総
長
お
よ
び
他
の
当
事

国
に
対
す
る
通
知
に
よ
り
、
当
該
問
題
を
同
委
員
会
に
対
し
て
付
託
す
る
権

利
を
有
す
る
。

第
二
三
条

「宗教的不寛容のあらゆる形態の除去に関する国際協定草案」

;to向
け委
る員
あ会
らは
ゆ国
る際
可 法
能の
な一
国般
内的
的に
救承
済認
カ2 さ
請れ
求た
さ原
れ員リ

か従
つい
尽、
さ当
れ該
た問
こ題

と
を
確
認
し
た
後
に
、
第
二
二
条
の
下
で
同
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
問
題
を

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
四
条

同
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
い
か
な
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
同
委
員
会
は
関

係
当
事
国
が
適
切
な
情
報
の
提
供
を
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
五
条

1 

第
二
三
条
の
条
項
に
従
い
、
問
委
員
会
は
、
必
要
と
考
え
る
情
報
を
得

た
後
に
事
実
を
確
定
し
、
本
協
定
の
尊
重
を
基
礎
と
し
て
、
当
該
問
題
の
友

好
的
な
解
決
を
目
的
と
す
る
、
向
委
員
会
の
斡
旋
を
関
係
当
事
国
に
対
し
利

用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2 

問
委
員
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
ま
た
第
二
二
条
第
二
項
の
下
で
の

国
際
連
合
事
務
総
長
に
よ
る
通
知
の
受
理
の
日
以
後
、

一
八
ヶ
月
以
上
を
経

過
し
た
場
合
に
は
必
ず
、
以
下
の
第
三
雨
明
の
条
項
に
従
っ
て
、
関
係
当
事
国
同

に
送
付
さ
れ
、
つ
い
で
公
刊
の
た
め
国
際
連
合
事
務
総
長
に
送
達
さ
れ
る
報

告
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
七
条
に
従
っ
て
国
際
司
法
裁
判

所
の
助
言
を
要
求
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
期
閣
の
制
限
は
適
宜
延
長
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
条
第
一
項
の
期
間
内
に
解
決
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
同
委
員
会
は
そ

の
報
告
書
を
当
該
事
実
、
お
よ
び
到
達
し
た
解
決
に
つ
い
て
の
簡
単
な
記
述

に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
解
決
に
至
ら
な
い
場
合
に
は
、

同
委
員
会
の
当
一
該
事
実
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
調
停
の
目
的
で
同
委

3 員
会
が
な
し
た
勧
告
を
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
報
告
書
が
、
全

部
ま
た
は
一
部
、
問
委
只
会
の
委
員
の
一
致
し
た
意
見
を
代
表
す
る
も
の
で

な
い
場
合
に
は
、
同
委
員
会
の
い
か
な
る
委
員
も
、
他
と
意
見
を
異
に
し
た

自
己
の
意
見
を
、
同
報
告
書
に
対
し
て
付
加
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す

る
。
当
該
事
件
に
つ
き
、
当
事
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
書
面
ま
た
は
口
頭

に
よ
る
仲
裁
付
託
の
申
立
て
も
ま
た
、
同
報
告
書
に
付
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
二
六
条

同
委
員
会
は
、
事
務
総
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
、
い
か
な
る
伺
人
ま
た

は
団
体
か
ら
の
、
当
事
国
に
よ
る
本
協
定
違
反
の
犠
牲
が
あ
る
と
主
張
す
る
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料

申
立
て
、
あ
る
い
は
経
済
社
会
理
事
会
と
協
議
す
る
立
場
に
あ
る
非
政
府
的

機
関
か
ら
の
、
当
事
国
が
本
協
定
を
実
施
し
て
い
な
い
と
す
る
申
立
て
、

-V}

受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
申
立
て
ら
れ
た
当
事
国
が
こ

資

の
よ
う
な
申
立
て
を
受
理
す
る
問
委
員
会
の
権
能
を
承
認
す
る
旨
の
宣
言
を

し
た
場
合
に
限
る
。

2 

前
項
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
当
事
国
の
宣
言
は
、

一
般
的
な
表
現
で
、

あ
る
い
は
特
定
の
事
件
に
つ
い
て
、
ま
た
は
一
定
の
期
間
に
つ
い
て
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
同
宣
言
は
、
そ
の
写
し
を
他
の
当
事
国
に
対
し
て
送
達

す
る
事
務
総
長
の
許
に
寄
託
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3 

木
条
の
下
で
提
出
さ
れ
る
申
立
て
を
審
議
す
る
際
に
、
同
委
員
会
は
本

協
定
の
第
一
七
、
第
-
八
条
お
よ
び
第
一
九
条
に
記
述
さ
れ
て
い
る
原
則
お

よ
び
手
続
に
で
き
る
か
ぎ
り
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
七
条

同
委
員
会
は
、
経
済
社
会
理
事
会
に
対
し
、
同
委
員
会
の
取
り
扱
っ
て
い

る
問
題
に
関
連
を
有
す
る
法
律
問
題
に
つ
き
、
国
際
司
法
裁
判
所
が
助
言
を

与
え
る
よ
う
請
求
す
る
旨
、
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
八
条

同
委
員
会
は
、
国
際
連
合
の
事
務
総
長
を
通
じ
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
の

年
報
を
経
済
社
会
理
事
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。

第
二
九
条

木
協
定
当
事
国
は
、
第
二
五
条
第
一
項
の
定
め
る
期
間
内
に
解
決
が
も
た

ら
さ
れ
な
い
場
合
に
、
申
立
て
を
受
け
た
あ
る
い
は
申
立
て
を
提
起
す
る
当

事
国
が
、
第
二
五
条
第
三
項
に
規
定
さ
れ
た
報
告
書
の
作
成
後
、
国
際
司
法

裁
判
所
に
対
し
事
件
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
、
同
意
す
る
。

第
三

O
条

本
協
定
の
条
項
は
、
本
協
定
の
当
事
国
が
、
同
委
員
会
の
権
限
内
の
問
題

に
関
し
、
本
協
定
の
解
釈
あ
る
い
は
適
用
か
ら
生
ず
る
い
か
な
る
紛
争
に

つ
い
て
も
、
国
際
司
法
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な

ぃ
。
あ
る
い
は
ま
た
、
当
事
国
聞
に
効
力
を
有
す
る

一
般
的
ま
た
は
特
別

の
国
際
協
約
に
従
っ
て
紛
争
を
解
決
す
る
他
の
手
続
に
訴
え
る
こ
と
を
妨
げ

る
も
の
で
も
な
い
。

ネ

こ
の
草
案
に
つ
い
て
は
小
委
員
会
に
お
い
て
何
人
か
の
専
門
家
に
よ

る
反
対
が
表
明
さ
れ
た
。

北法17(3・122)496
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United Nations Draft International 

Convention on the EIimination of 

All Forms of Religious Intolerance 

Nobuo KUlIIAMO'rO 

Assistant of Administrative Law 
Faculty of Law 
Hokkaido University 

There are two types of measure to ensure freedom of religion. 

()ne is through the principle of separation between church and state， 

which has prevailed over the United States of America.1 The other 

is through the principle of toleration concerning religious problems， 

which has extended over some countries in Europe.2 In the case of 

-our constitution， it is to be noted that Article 20 provides the se-

vere separatism between religion and politics.3 

Now， studying the articles in detail of the draft convention， 

the “United Nations Draft International Convention on the Elimi-

nation of All Forms of Religious Intolerance，4" we may admit that 

it is one of the two instruments which has been under the discussion 

<1t a world-wide level. Namely， the United Nations has been dealing 

with the problems of the impletation of freedom of religion for a 

number of years. This recent draft convention is one of these ef噌

forts to implement Article 18 of the Universal Declaration of Huma!l 

Rights， granting everyone the right to freedom of thought， conscience 

<1nd religion. 

Thinking of the meaning of the current important draft conven-

tion， I think that it is worth to translate it and add some comments 

-o!l it， based on the text and staff study on the Journal of the Inter-

national Commission of Jurists (Winter 1965， Vol. VI， No. 2). 

The measures of impletation proposed by this draft convention 

cO!lsist of three categories such as freedom to maintain o[ to 
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change religion or belief， freedom to manifest religion or belief， 

the limitations imposed on these rights. To secure this freedom 

effectively， it has two procedural protections of domestic and 

international remedies. As one of distinguished characters of the-

latter， it is to be pointed out the system of “A Good Offices and 

Conciliation Committe" under the auspices of the United Nations to 

be responsible for seeking the amicable settlement of disputes 

between States Parties. 

Thinking of the process and the contents of the draft convention少

we may admitt that it provides some concrete measures to 

eliminate religious intolerance at a world-wide level. From this. 

point， it is expected that the whole articles of the draft convention 

will be adopted and ratified by a great number of States until the-

International Year of Human Rights in 1968. 

1. Nobuo Kumamoto， The Principle of Separation of Church and State in the UnitedJ 
States of America (I-V入 (TheHokkaido Law Review， Vol. 15. No. 3， No. 4， Vol 
16. No. L No. 4， Vol 17. No. 1) 

2. J. B. Bury. A History of Freedom of Thought. pp. 72.100. 

3. Nobuo Kumamoto， One Problem Concerning the Principle of Separation of Re1igioIl' 

and Politics Under Article 20 of the Constitution of Japan. (16 The Hokkaido Law 
Review 2・3.pp. 186・209).

We can not help admitting the adoption of the principle of teleration under the 
sovereignty of Emperor and state-shintoism as a state religion in fact. There is， however， n。
doubt that the Imperial edict of January L 1946 and the Constitution of Japan of 
November 3， 1946 procIaimed clearly the severe separatism between any religious 
activities and state ones. See， N. Matsunami， The Constitution of Japan pp. 95.97. (1930). 

4. The present draft convention consists of three parts : 1. the Preamble and first four 
artic1es adopted by the Commission on Human Rights. 2. ten subsequent articles adopted 
by the Sub~Commission. 3. the seventeen artic1es of the Preliminary Draft on Additional 
Measures of Implementation submitted by the Sub~Commission. 
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